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花言葉 ：思い出

スイートピー

～主な内容～

第６回南房総市社会福祉大会

福祉作文、 ボランティアフェスタ

福祉ニュース

地域福祉フォーラムレポート

ボランティアネット和 ーク

ワンポイント介護

善意の寄付、 ちょっといい話

2P

3P

4P

5P

6P

7P

8P

 デイサービスしらはまでは、日頃

利用している方たちがみんな集まり

新年のお楽しみ会を開催。歌あり、

踊りありと特技を披露し笑いいっぱ

いの楽しい一日となりました。

そろってニコニコ笑顔でＣ

この広報紙は、共同募金の配分金によって発行しています。
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２
月
25
日（
土
）
千
倉
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

第
６
回
南
房
総
市
社
会
福
祉
大
会
が「
住
民
参
加

と
ふ
れ
あ
い
支
え
あ
い
の
あ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
地
域
の
方
々
と
と
も
に
社
会
福

祉
活
動
の
一
層
の
推
進
を
誓
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
を
ふ
ま
え「
震
災
か
ら
考
え
る
地
域
の
つ
な
が

り
、
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
へ
の

感
謝
の
表
彰
、
市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

か
ら
心
温
ま
る
福
祉
作
文
の
発
表
、
災
害
支
援
活

動
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
の
活
動
報
告
、

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
呼
び

か
け
、
大
会
と
同
時
開
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
タ
の
出
店
が
あ
り
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
を

～被災したその時生まれた世代をこえた思いやりの心～

震災から考える地域のつながり
第６回
南
房
総
市
社
会
福
祉
大
会

被
災
地
義
援
金

と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
寒

い
中
多
く
の
来

場
者
も
あ
り
、

盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

地域福祉活動功労者の表彰

福
島
県
東
松
島
市
へ

５
月
14
、
15
、
16
日

の
３
日
間
汚
泥
の
除

去
の
活
動
に
参
加

７
月
の
宮
城
県
石

巻
市
慰
霊
祭
に
竹

燈
を
灯
す
活
動
に

参
加

パワフルな記念講演　
矢崎　由美子氏 （阪神淡路大震災語り部）

　記念講演では「阪神・淡路大震災から以後、私が見た思いやりの心
と福祉のまちづくり」と題し、今から、17年前の１月17日に発生した
阪神大震災の被災者の一人として神戸市芦屋出身の矢崎由美子さん
から阪神大震災での実体験をお話いただいたきました。
　被災された当時の様子を振返り、「マンションの10階に住んでいた
が、地震は家具が倒れるという常識と違い、タンスを始めとした家具
類は全て天井に舞いミキサーにかけたように粉々になり、部屋中がご
み屋敷のようでした。マンションは鉄筋コンクリートなので外観は崩
れていないため救助は１軒家に比べ遅くなり、玄関のドアが開かず半
日後にやっと外へでることができました。
　避難所に行くまでの間、道路にはアスファルトに亀裂が入り壊れた
排水管から水が溢れ出し、そこへ倒れた電柱の切れた伝線が引火し
火事を引き起こしたり、靴がないためにガラスの破片で怪我をする方
もいました。
　指定された避難所は、すでに一杯であったため近くの保育園を避難
所として過ごしました。避難所には子どもから高齢者までいました。
そこで高齢者が活躍し、水道も電気も情報も無いなか、がれきの中か
ら木材を探して、湯を沸かし救援物資が来るまでの間、高齢者の知
恵袋を使い乗り切ることができました。子どもたちも、より幼い子ど
もの面倒を見るなど自然の中で生まれた、思いやりの心で避難所で自
分の役割を果たしていました。
　この阪神大震災以降、自分たちにできる支援として感電やガラスの
破片から足を守るため、履けなくなった長靴を被災グッズの一つとし
て被災した地域への寄付活動を
続けています。」
　実体験を元にお話されている
ため説得力は勿論のこと、明る
い人柄のせいか悲壮感に会場が
包まれることもなく、被災者であ
り生き残った者の使命として語り
続けたいと話す矢崎さんに生き
ていく力強さを感じました。

◆
表
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
感
謝
状

南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
作
文
表
彰

　

 【
地
域
福
祉
活
動
功
労
者
】

　

 

八
代
利
之
様
、
目
黒
輝
彦
様
、
松
本
貢
様
、
川
名
松
枝
様
、
堀
江
良
子
様
、
金
井
好
子
様
、

三
浦
壽
美
江
様

　

 【
地
域
福
祉
功
労
団
体
】

　

 

南
房
総
市
立
平
群
小
学
校
様
（
富
山
地
区
）、
手
話
の
会
「
し
ら
は
ま
」
様
（
白
浜
地
区
）、

つ
く
し
会
様
（
千
倉
地
区
）、
北
三
原
地
区
小
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
様
（
和
田
地
区
）

　

君
津
信
用
組
合
様
（
木
更
津
市
）

　

 

最
優
秀
賞　

座
間
聖
斗
さ
ん
（
南
房
総
市
立
富
浦
小
学
校
）、
優
秀
賞　

小
原
美
由
紀
さ
ん

（
南
房
総
市
立
和
田
小
学
校
）、
正
木
莉
奈
さ
ん
（
南
房
総
市
立
和
田
中
学
校
）

南房総市ボランティアの

災
害
支
援
活
動
の
報
告

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
地
の
復
興
に
携
わ
っ

た
時
の
様
子
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 力強く被災体験を語る矢崎さん

木曽　修さん
（あすなろ会）

笠井美智子さん
（つくし会）
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福祉作文コンクール最優秀作品
  市内の児童・生徒の皆さんが「おもいやり、やさしい心」をテーマとした作
文 335編もの応募があり、その中から選ばれた最優秀作品を紹介します。

育まれる “福祉の心”

　

「ひいばあの手」
　 南房総市立富浦小学校　６年  座間　聖斗さん

　ぼくには九十五才のひいばあがいます。 ひいばあの

手は、 節くれだった手をしていて、 いつも草取りをして

います。 九十五才なのに朝から晩まで一生けん命に

仕事をしています。 文句も言わず、 かぜもひかず働く

ひいばあのことを、 ぼくはすごいなと思います。

　ひいばあの手は、 ぼくと同じくらいの大きさです。 なの

にいろんなことが出来ます。 さいほうをしたり、 料理をし

たり、 ぼくには出来ないことがたくさん出来ます。

　ひいばあの手は、 とても温かいです。 泣いている赤

ちゃんなんかを抱くと、 なぜか泣きやみます。 ぼくも小

さいころ泣くと、 よく抱いてもらったそうです。 とても安心

感のある優しい魔法の手です。

　ひいばあの手は、 しわくちゃです。 でも、 そのしわの

数だけ、 いろんな経験をしているということです。

　例えば、 大正末期に起きた関東大震災です。 そ

の時、 ひいばあは、 まだ八才でした。 立っていられな

いほどすごかったそうです。 家はつぶれずにすんだよう

ですが、 地割れが起きて、 そこに友達が落ちて死ん

でしまった悲しい経験もあるようです。 そして周りでは火

災が起きたりと、 大変なさわぎだったそうです。 そして

二〇一一年三月十一日の東日本大震災が起こりま

した。 ひいばあは、 今はとてもつらいけど必ず立ち上

がる、 日本は強いからと言っていました。 二つの震災

を経験している強さを感じました。

　そして、 もう一つ。 ぼくたちの知らない戦争を体験して

います。 あの大東亜戦争 （太平洋戦争） です。 昭和

十六年十二月に始まり、 約四年間続いたそうです。 ひ

いばあは、 二十六才だったそうです。 ひいばあの義弟は

戦争に行き亡くなったそうです。 ひいばあは、 防空ごうの

中に隠れ、 空襲から逃れていたそうです。 空襲が来ると

サイレンが鳴り、 防空ごうに走って逃げたそうです。 とてもこ

わい体験をしています。 また、 食べる物もなく、 とてもひも

じい思いをしたそうです。 そんないろんな体験をして、 積み

重なったしわくちゃな手です。

　こんな体験は、 お父さんもお母さんもしていません。 だか

ら、 このような体験をいっぱい伝えてもらい、 ぼくたちも、 そ

の先の人たちに伝えていくことで、 平和な世の中になるん

ではないかと思います。

　そのためには、 おじいちゃん、 おばあちゃんを大切にしな

いといけません。 ぼくは、 自分がおばあちゃんに出来るこ

とをせいいっぱいしていきたいと思います。 そして、 周りの

人が少しでもお年寄りに優しくすることで、 優しい住みやす

い社会になると思います。 それは決して、 強制されるもの

でなく、 自ら進んで出来るといいなと思います。

　ひいばあ長生きして下さい。 いつかひいばあのような手

になれるようがんばります。

ボランティアフェスタ

出
店
売
り
上
げ
を

石
巻
市
災
害
ボ
ラ
セ
ン
活
動
へ

　

南
房
総
市
社
会
福
祉
大
会
と
同
時
開
催
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
出
店
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
た
ち
が
売
り
上
げ
の
一
部
を
被
災
地
の
復
興
支
援
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
と
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
宮
城
県

石
巻
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
送
金
い
た
し

ま
し
た
。（単位：円）

団 体 名 金　額

1 ランチサービスちくら ６，０００

2 ボランティア連協千倉支部 ４，８００

3 デイサービスとみやま・しらはま ８，７００

4 なみはらっこくらぶ ３，０００

5 平舘むつみ会 ３，７５０

6 あすなろの会 １，０００

7 ふれあい喫茶「なごみ」　 ３，０００

8 ふれあいランチボランティア富山 ３，０００

9 福祉箱 １０５

計 ３３，３５５

社協ブース
●石巻支援Ｔシャツの販売
@1,500×40枚＝60,000円
　※ Ｔシャツは売り上げの50％が
　　義援金となります
●陸前高田市支援サイダーの販売
@180×24本＝4,320円

ボランティアブース
（　　　　　　　　　　　　）

私たちボランティアがブースで復興支援
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　福祉をはじめさまざまな分野の人たちが協力して、地域福祉を考える座談
会「地域福祉フォーラム」を平成２３年度各地区で開催してきました。
　今回は、地域福祉フォーラムを立ち上げて２年目になる滝田地区、白浜地区、
富浦地区の活動状況を報告をいたします。

　フォーラムのテーマを「大災害発生時に対する地
域住民の心構え」としたのは、昨年３月に発生した
東日本大震災から１年になろうとしている時期に、
災害発生時に地域で暮らす私たちに何ができるか、
また何をしたらいいのかを再認識し、少しでも被害
を減らすことができればと考えたからです。
　フォーラム当日は、心配していた天候も快晴で、
協賛団体の協力もあり 200 名もの多くの方にご参加
いただきました。講師の青木氏、３名のパネリスト
の方々の専門性を活かした内容のおかげで、当初の
目的である「今、私たちにできることは」として災
害について知識を高めることにつながりました。

　富浦地区では、「NPO法人ゆかいな仲間たち」理事長・白尾克伸氏を講師に迎
えて「災害時あなたにできる事は？」「緊急時、身近な物の活用法を考えよう！」
と題しフォーラムを開催しました。今回は、地区社協の委員が対象で、富浦地区
に津波が来たらどれ位の被害になるのか等シミュレーションしました。また、電
気が止まった時に役立つオイルランプ作りや、防寒にもなる新聞紙のスリッパ作
りなど、実際に役立つ体験もしました。

　滝田地区では、地域の人々の絆を深め、健康・安
全と地域の活性化を目的とした地域福祉フォーラム
を開催しました。当日は、「認知症の正しい理解」と
題して慶勝会理事長・田中耕一氏からご講演いただ
きました。「認知症は、早期発見・早期治療が大切。
家族で抱え込まないで、専門家に相談しましょう。
笑顔で接すれば笑顔が返ってくる。」などの貴重なお
話を聞き、参加された 100 名近くの方々は「もっと
詳しいお話も聞きたかった。とても参考になった。」
など感想をのべられていました。
　第 2部の敬老演芸会では、地元のスター☆が自慢
の歌や踊りを披露し、会場は大盛況でした。また終
了後のアンケートでは、地域福祉づくりの課題もあ
げられました。

地域福祉フォーラム

各地区からのレポート

ＦＵＫＵＳＩ　ＮＥＷＳ

今、私たちにできることは住みよい福祉の里づくりの集い

震災から１年。防災について再確認！

〈白浜地区地域福祉フォーラム〉〈滝田地区地域福祉フォーラム〉

〈富浦地区地域福祉フォーラム〉

専門的な視点から災害への備えを学ぶ

他人事ではない!!みなさん熱心に聞いています

あっという間にスリッパ完成！

赤い羽根募金　　　　6,973,638円
歳末たすけあい募金　6,706,057円

　歳末たすけあい募金は、歳末配分員会において
審議し、支援を必要とする方や施設へ民生委員さ
ん児童委員さんを通じ、お届けいたしました。

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金
　

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
そ
し

て
12
月
か
ら
の
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
で
は　

市
民
の
皆

様
か
ら
の
あ
た
た
か
い
善
意

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
を
通
し
て
の
戸
別

募
金
を
は
じ
め
、
市
内
の
商

店
街
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
、
会
社
や
各
種
団
体
そ
し

て
各
学
校
の
児
童
会
等
、
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。

　
「
た
す
け
あ
い
の
心
」
で
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ

て
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ご協力ありがとう
ございました。








